
　
世
界
第
二
の
経
済
大
国
に
な

っ
た
日
本
が
、
国
際
社
会
の
一

員
と
し
て
の
役
割
を
ど
う
担
っ

て
い
く
か
。
自

衛
隊
の
海
外
派

遣
に
道
を
開
く

国
連
平
和
維
持

活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

協
力
法
が
先
の

国
会
で
成
立
し

た
。
国
際
貢
献
、

国
際
協
力
の
在

り
方
に
つ
い
て

の
考
え
を
三
項

目
に
わ
た
っ
て

問
う
た
。

ハ
参
院
だ
け
で
百
時
間
を
超
え

る
審
議
を
行
い
、
論
議
は
出
尽

く
し
た
▽
と
す
る
政
府
の
主
張

に
対
し
、
最
も
多
か
っ
た
の
は

　
「
も
っ
と
十
分
論
議
を
尽
く
し

て
ほ
し
か
っ
た
」
で
、
約
三
割

○－２－○

を
持
ち
、
「
別
組
織
」
を
入
れ

る
と
四
五
％
が
否
定
派
。
容
認

派
は
四
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
に
敏
感
に
反

応
し
て
い
る
。
反
対
に
高
齢
者

は
四
割
が
「
可
決
は
当
然
」
と

〔外国人労働者の受け入れ〕

Ｐ
Ｋ
Ｏ
否
定
３
割
強

国
連
要
請
よ
り
憲
法
順
守

を
占
め
た
。

　
な
か
で
も
学
生
は
、
四
分
の

一
が
「
憲
法
違
反
」
と
の
認
識

し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
高
齢
者
　
職
業
・
年
齢
な
ど
の
別
で
最

で
「
憲
法
違
反
」
と
考
え
て
い
も
「
論
議
不
十
分
」
と
感
じ
て

る
の
は
一
割
未
満
だ
っ
た
。
　
い
る
の
は
女
性
で
三
五
％
。
次

　
「
地
球
環
境
悪
化
防
止
な
ど
の

研
究
援
助
」
の
三
三
％
。
「
国

運
や
発
展
途
上
国
な
ど
へ
人
材

　
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
に
対
し
て
肯
定

的
な
人
と
、
否
定
的
な
人
の

割
合
が
ほ
ぼ
同
じ
な
の
は
、

国
論
が
二
分
さ
れ

て
い
る
状
況
を
示

し
て
い
る
。
特
に

　
「
論
議
不
十
分
」

の
割
合
が
最
も
多

い
の
は
、
国
の
基

本
方
針
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

十
分
な
議
論
が
な

さ
れ
た
と
は
い
い

難
い
こ
と
を
回
答

者
が
感
じ
て
い
る

∧国論二分の状況表す

か
ら
だ
ろ
う
。
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ

　
（
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
行

政
機
構
）
へ
の
支
援
が
緊
急

を
要
す
る
こ
と
か
ら
先
の
国

の
救
済
に
携
わ
っ
て
い
る
民
識
が
強
い
中
、
平
和
憲
法
を

聞
海
外
協
力
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
逸
脱
し
な
い
こ
と
を
強
く
求

の
立
場
か
ら
み
る
と
、
肝
心
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

に
は
大
き
な
ズ
レ
が
あ
？

た
。
論
議
不
足
は
否
め
な
い
。

実
態
が
顕
著
に
表
れ
て
な
い

か
ら
か
、
観
念
的
な
レ
ベ
ル

岡
山
大
教
育
学
郎
（
社
会
教
育
）

＼@

田中治彦助教授

で
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
外

国
人
が
日
本
に
庄

む
場
合
、
受
け
入

れ
る
側
は
衣
、
食
、

庄
、
教
残
医
療
、
。

　
肯
定
的
か
、
否
定
的
か
、
。
い
と
い
け
な
い
し
、
地
域
で

い
ず
れ
に
し
ろ
意
見
が
は
っ
　
は
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
い

き
り
と
分
か
れ
た
の
は
、
Ｐ
ろ
ん
な
あ
つ
れ
き
を
解
消
で

Ｋ
Ｏ
法
に
対
す
る
関
心
が
非
き
る
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ

常
に
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
　
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
辺

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
心
構
え
と
い
っ
た
も
の
が

　
今
後
の
日
本
の
国
際
貢
献
果
た
し
て
あ
る
か
ど
う
か
が

国
連
平
和
維
持
活
動
　
剛
匹
　
　
　
　
　
　
で
で
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
　
Ｄ
Ａ
な
ど
へ
の
支
出
を
増
や
す
　
う
だ
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
人
的
援
助
が
大
切
」
と
の
意

匠
胆
言

゛

監
言

レ
員
卜
に
甫
限
聯
肘
五
皿
百
づ
に

作
宍
」

　
「
可
決
は
当
然
」
と
受
け
止
　
の
ｕ
　
　
八
州
　
　
ｍ
皿
　
私
心
詣
拶
　
　
「
平
和
憲
法
を
逸
脱
し
な
い
人
が
倍
に
上
っ
て
い
る
。
　
　
す
る
理
解
の
深
さ
を
示
し
て
い
三
年
間
の
就
労
が
認
め
ら
れ
、
’
［
今
の
ま
ま
で
よ
い
］
が
ほ
ぼ

め
た
人
は
わ
ず
か
ハ
％
・
「
あ
　

一
‥
、
苔
　
　
脂
四
�
参
　

’
に
　江
た
胆
庖
　
範
囲
で
の
経
済
的
、
人
的
貢
献
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
男
女
、
年
代
を
問
わ
ず
同
他
の
外
国
人
の
期
間
に
は
厳
し
四
分
の
一
ず
っ
で
、
日
系
外
国

く
ま
で
非
戦
で
一
の
二
九
妬
を
　

M
I
B
l
m
J
i
謳
服

’
が
約
四
〇
％
を
占
め
た
。
「
国
　
　
　
国
人
労
働
者
　
　
じ
よ
う
な
傾
向
だ
が
、
ど
ち
ら
い
制
限
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
人
以
外
の
外
国
人
の
「
無
条
件

且
斜
匹
言
瀧
音
言
龍
皿
ザ
ド
牡
且
甘
寸
皿
願
甘
龍
作

弱
。
こ
れ
に
対
し
て
否
定
的
立
　
法
　
…
…
…
…
・
・
・
’
・
‘

‘ 。
一
）

一一
・
゛
’
‘
‘
。
・
、
一

心
幹
竹
…
…
…
］
・
。
｛
、

｀
一
一
・
。
。
、
’
一
．
ｊ
皿
づ
物
心
　
　
の
た
め
の
経
済
的
、
人
的
貢
献
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
め
る
割
合
が
多
か
っ
た
。
　
ろ
、
さ
ら
に
期
間
を
延
ば
す
な
ま
だ
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
こ
と

腸
の
「
あ
く
ま
で
自
衛
隊
と
は
　
カ

‐
8
斜
…
…
澪
法
…
…
…
一
�
・
・
‘
’
ぶ
卵
　
潤
参
加
　
　
は
一
五
％
で
、
国
運
の
要
請
よ
　
三
分
の
二
の
六
六
％
の
回
答
　
と
こ
ろ
が
、
「
受
け
入
れ
る
ど
「
制
限
を
緩
め
も
っ
と
受
け
が
読
み
取
れ
る
。

別
組
織
で
」
二
九
慧
と
ｉ
　

協
０
　
‥
・
…
…
…
懸
フ
咬
　
六
と
で
爆
/
％
｛
y
　
　
リ
も
平
和
憲
法
を
守
る
方
に
重
者
が
「
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
」
　
べ
き
だ
」
と
答
え
た
人
に
対
し
入
れ
る
べ
き
だ
」
が
ざ
っ
と
半

這
万
」
（
一
賢
）
登
　

四
大
　
…
…
…
ツ
…
…
…
　
温
言
　
丿
一
’
、
。
。
　
　
　
　
　
き
を
置
く
人
が
多
い
結
果
と
な

っ
と
三
割
強
。
賛
否
を
ほ
ぼ
ニ
　
　
Ｐ
そ
　
　
　
　
　
…
…
ぃ
ｙ
…
ぃ
ｙ
油
屋
謳
旨
ふ
。
　
　
　
　
　
　
っ
た
。
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